
件 名 横浜国際プール 令和 5年度 第 1回優先利用調整会議 議事録 

日 時 令和 5年 7月 5日（水）15：30 ～ 16：30 

場 所 横浜国際プール メインアリーナ役員室 B・C 

出席者 

敬称略 

冨田委員（日本体育大学）、髙橋委員（日本水泳連盟）、添畑委員（神奈川県水泳連盟）、近久委

員（都筑スポーツプランナー竹の子会）、倉田委員（都筑区役所）、建部代理委員(横浜市にぎわ

いスポーツ文化局)早川委員（横浜市スポーツ協会） 

（事務局ほか同席者）横浜市にぎわいスポーツ文化局：金床、屋冨祖 

横浜市スポーツ協会：永嶺、堀川、小野、田中 コナミスポーツ：眞家 トーリツ：塚越 

欠席者 

敬称略 

真野委員（神奈川新聞社）、小倉委員(横浜市にぎわいスポーツ文化局) 

報 告 報告 1 メインプール・アリーナ天井工事について 

報告 2 サウンディング調査の結果について 

報告 3 令和 4年度 横浜国際プールの利用状況 

議 題 議題 1  令和 6年度 横浜国際プールの利用日程調整基本方針（案）について 

内 容 開会 

・あいさつ 

指定管理者グループ代表団体、横浜市スポーツ協会、永嶺スポーツ施設局担当部長挨拶。 

・出席者、同席者の紹介を行う。 

・会議の趣旨説明を行う。 

・議事録のホームページ公開について各委員が承認した。 

・議長の選出を行い、冨田委員が選出された。 

 

報告 1 メインプール・アリーナ天井工事について（建部代理委員より説明） 

 

 ・令和 7年度にメインプール・アリーナ天井工事を予定している。工事に伴いメインプール・

アリーナは 12カ月程利用不可となる。メインアリーナ以外の部分は使用可能(一部駐車場

を除く)。工事の動線等については、来年度改めて確認していく。 

質疑 

（髙橋委員）具体的にはどのような工事になるのか。 

（屋冨祖様）天井については足場を組んで、軽量化に適した天井に更新する。 

（添畑委員）工事の期間は駐車場・サブプール等は使用が可能ということでよろしいか。 

（屋冨祖様）駐車場については、工事車両が入る関係もあり、一部制限が出る可能性もあるが、

原則使用できる予定。 

（髙橋委員）天井の改修に合わせて照明の交換(LED 化)などの計画はあるか。 

（屋冨祖様）照明については再度確認する。 

（近久委員）天井については理解したが、フロアは手を付けないのか。プールをフロア化する

といった話も出ていたかと思うが。 

（金 床 様）それについては、後ほど「報告 2」にて報告する。 



（近久委員）天井工事を行うために、一年間利用停止期間を作るのであれば、同時並行で床面 

を修繕するなどの計画はないか。 

（金 床 様）本来であれば、床面工事の際にフロア化などの懸案事項に同時対応できることが 

理想ではあるが、現時点ではプールをフロア化することについても決定していな 

いため、天井のみの工事を予定している。 

 

報告 2 サウンディング調査の結果について(横浜市にぎわいスポーツ文化局 金床様) 

 

令和 5年 5月 29 日に「市民・にぎわいスポーツ文化消防委員会」から横浜市の常任理事会に

てサウンディング調査の結果について報告を行った。 

 

〇横浜国際プールの利活用検討 

【概要】施設の老朽化による設備機器の更新の必要があることに加え、令和 3年度の包括外 

部監査において、メインアリーナの運用方法(床転換)に関する意見があったこと等 

から、民間事業者の創意工夫やノウハウを参考にしながら今後の利活用の方向性を 

検討するために、サウンディング調査を行った。 

【結果概要】 

A 社 床転換なしの通年スポーツフロア利用を提案。理由として床転換に係る費用の削減・

転換時に発生する休刊機関における収入の増加を見込む。プールから床面への改修に

は約 24 か月が必要となる。 

 B 社 床転換の継続(夏季:プール/冬季:フロア利用)を提案。理由として、プールでの国際大

会や国内主要大会誘致を行うほか、市内学校の部活動・水泳授業を実施することで横

浜市のスポーツ振興につなげることが可能。ただし、床転換費用の削減については継

続して模索が必要。営業時間や施設利用料の増額は収益性を高めるうえで必要である。 

 

以上を踏まえた上で、横浜市中期計画基本戦略の実現に寄与する施設にするために、 

さらに幅広い意見を求めるために、第二回サウンディング調査を実施する予定。 

今後のスケジュールとしては、7～9月「第二回サウンディング調査」、9月～「基本計 

画(案)の策定作業」、1月「基本計画(案)市民意見募集」、3月「基本計画策定」とする。 

 

質疑 

（添畑委員）もし、A社の案が採用された場合、資料内に特定天井改修工事と同時に改修を行

うことで、工期の短縮が図れるとあるが、現時点では特定天井改修工事(報告 1)

と同時に通年スポーツフロア化のための改修工事を行う可能性があるということ

か。 

（金床 様）現時点では、メインアリーナ運用方法についてはフラットな状態であるため、ど 

の可能性(フロアもしくはプールのみ/床転換)もある。 

 



 

(添畑委員) 相模原のプールも天井工事があり、相模原市に国際プールの工事と工期をずらす

様に(令和 8年 9月～着工)依頼している。最低でも令和 8年度中には工事を行わ

なければならない状況のため、A社の案が採用された場合、日本の水泳界におい

て重要な大会の県内開催が不可能となる。国際プールの利用に係るスケジュール

が国内全体の水泳界に影響を与える状況であると認識していただきたい。 

      また、天井工事のみを行った場合、令和 8年の 3月に工事が終わると思うが、再

開時のアリーナはプールなのかフロアなのか、教えていただきたい。 

(金床 様) 現時点では、工事終了後のフロア状況についてはわからない。 

（近久委員）A社の案では工期が二年とあるが、この工期は確定事項か。 

（金床 様）確定事項ではない。サウンディング実施時が、ウクライナ侵攻の情勢下であった

ため資材不足なども考慮した結果である。改修の内容なども影響してくるため、

現段階では未定。 

（近久委員）プロ団体の利用もよいが、地域に根差した団体にも目を向けてほしい。施設利用

料の増額など、収益を確保する方法の検討をお願いしたい。 

 

※途中参加をされた早川委員の紹介・挨拶 

 

（冨田委員長）天井工事についての私見だが、施設の名称が「横浜国際プール」である以上、

プールとしての価値があるからこそ、利用者満足度を上げる方法として天井改

修を行うことはいいが、費用の課題や財政ビジョンといった様々な理由で改

修・改築を行うことは、横浜国際プールの本来の使命が損なわれている様に感

じる。 

以上の意見を踏まえた上で、今後の検討をお願いしたい。 

 

報告 2 令和 4年度横浜国際プールの利用状況（事務局より説明） 

① 令和 4年度は、令和 3年度同様に新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う施設の利用制

限等があり、営業時間を 9時 30 分～21時 30 分までの短縮営業となった。総利用者数は

540,327 人で、令和 3年度を上回った。大会においては 190,074 人となり、令和 3年度を

上回った。令和 3年度と利用人数を比較し、大会利用が 200%、全体の利用人数が 124%と

なった。 

② 令和 4年度は、指定管理者主催事業「インクルーシブ水泳大会」の他、様々な大会やイ

ベントを実施した。全日本大会級が 35件開催され、その内 Bリーグが 25 件。合計で 111

件の大会・イベントが開催された。新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け中止し

た大会は無かった。 

③ プール個人利用について、令和 4年度は開館日数 352 日のうち、302 日を実施し、50日

間(14％)が利用出来なかった。 

④ 大会ごとの人数は、中止の大会などもなく上昇している。ビー・コルセアーズは河村選



手の活躍もあり、平均して 4,000 人程度の観客数となっている。サブプールにて、令和 4

年度より「ハマピック」の開催も行っている。 

令和 3年度までサブアリーナの大会報告は少なかったが、4年度は 3大会を開催した。 

 

説明 横浜国際プール優先利用基準 

   ・基準の説明を行う。 

横浜市スポーツ施設条例及び施行規則及び「アマチュア競技団体以外の団体の仕様に

関する規定」が令和 5年 3月 31 日に変更となったことに伴い、今年度より横浜国際プ

ールの優先利用基準の内「(1)国際大会、全国大会、関東大会など公益性の高い事業」

の次に「(2)横浜市スポーツ施設条例に基づく「指定団体」が主催する大会、イベント

等の事業」が新たに加わった。 

質疑 

（冨田委員）優先利用の基準の内、「(2)横浜市スポーツ施設条例に基づく「指定団体」が主催 

する大会、イベント等の事業」が追加された以外は変更ないか。 

（事務局） 変更はない。 

（近久委員）今回追加された内容は、ビー・コルセアーズの優先利用が優遇されたということ 

と考えてよいか。 

（事務局） ビー・コルセアーズが、より優先的に日程を抑えやすくなった、ということにな 

る。 

 

・優先利用基準について承認された。 

 

議題 1 令和 6年度 横浜国際プールの利用日程調整基本方針（案）について 

・事務局より説明 

 令和 6年度については、次の 2つの事業を中心に調整を進めていく。 

（1） 国際大会、全日本大会、関東大会等の公益性の高いスポーツ大会を最優先に確保をする。 

（2） 横浜市スポーツ施設条例に基づく「指定団体」が主催する大会、イベント等の事業を実

施するため、横浜国際プールでは、B-league「横浜ビー・コルセアーズ」のホームアリ

ーナとして必要な試合数を確保する。 

 

 ・優先利用割り当ての考え方と日数案について、メインプール・アリーナについては、横浜

国際プールの規模と機能を最大限活用することを第一に考え、大会を優先的に割り当て、

大会が開催されない日程を個人利用や団体利用とする。サブプールについては、基本的に

大会を優先的に割り当てるが、幅広く市民の利用促進を図ることの両方を考慮して、大会

で使用されることの多い土日祝日について、年間で 50％以下に抑えることにする。エリア

別の利用期間は例年と変わりなく設定している。 

 ・令和 6年度の優先利用日程について、5/1～5/5 までジャパンパラが開催予定のため、通常

この時期に入る大会の主催団体とは調整を行った。 



質疑 

（添畑委員）来年度日程についてはおおよそ理解した。県水連として念頭に置かなければない 

ないのは神奈川の子ども達が全国・関東大会につながる試合の日程の確保だけは、

県内でも優先するつもりである。現時点で関東高校予選・全国中学校予選は国際

プールでの開催を予定している。天井工事期間中の運用については検討していく。 

 

・基本方針について承認された。 

 

閉会 

   ・次回は 12 月頃を予定している。 

 


